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 港湾編-1

●港湾分野における候補事例の収集 

 
(1) 候補事例選定の視点 
港湾分野においては、船舶のための水域と「まち」が接していること

を、港湾の規範的風景としての最も重要な意味であると捉え、港発祥の

地などを中心に近世・近代の事例を対象とする。 
 

(2) 規範事例候補の抽出 
事例の抽出にあたっては、下記の文献および資料を基本とした。 

1）国指定および登録文化財に関わる文献・資料 

・文化庁「国宝・重要文化財建造物目録」1999 

・文化庁「史跡名勝天然記念物指定目録」2002 

・文化庁 HP：文化財検索システム など 

2）近代土木遺産（土木学会選定）に関わる文献・資料 

・（社）土木学会『日本の近代土木遺産―現存する重要な土木構造物 2000

選』2001 

・（社）土木学会 HP：土木遺産選奨（2000～2003） 

3）土木構造物に関する情報を有する文献・資料 

・（社）日本港湾協会「歴史的港湾環境整備計画調査報告書（別冊）歴

史的港湾施設資料集」1985 

それぞれの文献・資料から合計 523 事例を抽出した。（重複有り） 

・文化財（18 事例） 

・近代土木遺産（135 事例） 

・土木構造物（411 事例） 

以下に、近世、近代別に都道府県別に整理した事例リストを示す。 

■【港湾分野】規範事例候補リスト（近世） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県名
港湾名

（旧港湾名）

1 ● 弁財船用係船柱 係船柱 江差港 江差市 江戸末期
2 ● 石積防波堤 防波堤  元禄年間（1688～1704）
3 ● 石柱 係留施設  元禄年間（1688～1704）
4 ● 岡町街道 臨港通路 青森港 青森県 江戸時代
5 ● 日和山 日和山 鰺ヶ沢漁港 青森県  安政5年（1858）
6 ● 鮫築出 物揚場 青森県  文政8年（1825）
7 ● 白銀防波堤 防波堤 青森県  文政9年（1826）
8 ● 船揚場跡 船揚場跡 大槌漁港 大槌町  天明1年（1781）
9 ● 造船所跡 造船所跡 吉里吉里漁港 大槌町  延享2年（1745）
10 ● A 石灯籠 石灯籠 （貞山運河） 宮城県 寛文13年（1673）
11 ● 荒浜 泊地 荒浜漁港 宮城県 鎌倉～江戸時代
12 ● 石巻 航路 石巻港 宮城県 江戸時代

13
● 貞山運河 運河 塩釜港 宮城県 慶長年間

（1596～1614）着工
14 ● 月の浦 泊地 月の浦漁港 石巻市 江戸時代
15 ● 航路 航路 石巻港 宮城県  元和9年（1623）
16 ● A・B 船着場 岸壁 秋田県 秋田港 秋田県 江戸時代
17 ● 常夜燈 常夜燈 山形県 江戸時代
18 ● 日和山 日和山 山形県 江戸時代
19 ● 外川浦 泊地 外川港  万治1年（1658）
20 ● 和田川船溜 船溜 銚子漁港 千葉県  元禄14年（1701）
21 ● 台場 台場 東京都 東京港 東京都  安政元年（1854）
22 ● B 象の鼻 護岸・埠頭 横浜港 横浜市 慶応年間

23
● 横須賀製鉄所

第1号ドライドック
乾船梁 横須賀市  慶応3年（1867）3月起工

24 ● 燈明堂跡 灯台跡 横須賀市 江戸時代
25 ● 石塔 報恩塔  金沢港（六浦津） 横須賀市  寛政10年（1798）
26 ● お奉行道 臨港道路 新潟県 江戸時代
27 ● 澗の口弁天と赤岩 石祠 新潟県 江戸時代
28 ● 防波堤 防波堤 新潟県 江戸時代
29 ● 代官所跡 番所跡 出雲崎漁港 新潟県  元和2年（1616）
30 ● 御座ノ澗 護岸 新潟県 江戸時代
31 ● 外ノ澗 護岸 新潟県 江戸時代
32 ● 船を繋いだ棒石 係船場 柏崎港 新潟県  享保5年（1720）
33 ● 五菜堀 運河 新潟県  明暦元年（1655）
34 ● 上大川前通・下大川前通 問屋 新潟県 江戸時代
35 ● 蒲原ノ津 港湾跡 新潟県 奈良～平安時代
36 ● 西堀 運河 新潟県  明暦元年（1655）
37 ● 東堀 運河 新潟県  明暦元年（1655）

38
● 琴平社常夜燈 常夜燈 富山県 伏木富山港

（東岩瀬港）
富山県  元治2年（1865）

39 ● 目繰り（めぐり） 係留施設 石川県 福浦港 石川県 江戸時代
40 ● 伊東築港遺跡 防波堤 伊東港 静岡県  慶長6年（1601）
41 ● 仙台河岸岸壁遺跡 岸壁 相良港 静岡県  明和6～7年（1769～1770）
42 ● 巴川両岸（河口） 物揚場 静岡県  嘉永7年（1854）
43 ● 巴川両岸（河口） 物揚場 静岡県 江戸時代
44 ● 武ヶ浜浪除け 導流堤 下田港 静岡県  天保2年（1645）

45
● 北雁木 渡船場 浜名港 静岡県 明暦3～寛文元年

（1657～1661）
46 ● 七里の渡 渡船場 三重県 桑名港 愛知県 江戸時代

47
● 白鳥貯木場 貯木場 名古屋港

（熱田湊）
名古屋港
管理組合

 寛永6年（1629）

48
● 半田運河 運河 衣浦港

(半田地区)
愛知県 江戸時代中頃

49 ● 石灯篭 航路標識 京都府  天保15年（1844）
50 ● 智恵の輪 航路標識 京都府  享保11年（1726）
51 ● 天保山跡 築山 大阪市 江戸時代
52 ● 道頓堀川 水路 大阪市 江戸時代
53 ● 東横堀川 水路 大阪市 江戸時代
54 ● 波除山跡 目印山 大阪市 江戸時代
55 ● 難波京 史跡公園  大阪港（難波津） 大阪市 中世以前

56
● 堺旧港に関連する史蹟

（幕末の堺港を語る標柱石）
②航路標識等 堺泉北港

（旧堺港）
大阪府  慶応元年（1865）

57
● 古波止（ふるはと） 防波堤 明石港 兵庫県 慶長年間

（1596～1614）
58 ● 坂越浦の町並 屋敷 坂越港 兵庫県 江戸時代
59 ● 瑞賢の水路 水路 柴山港 兵庫県  寛文12年（1672）
60 ● 千畳敷（大波戸） 防波堤 洲本港 洲本市  元禄8年（1695）
61 ● 塩田港岸壁 岸壁 津名港 兵庫県  文化11年（1814）
62 ● 堪保（たんぽ）の岸壁 岸壁  姫路港（飾磨港） 兵庫県  弘化3年（1846）
63 ● 今川口 航路 兵庫県  寛政1年（1789）
64 ● 新川口 航路 兵庫県  明和2年（1765）

65
● 沖防波堤 防波堤 津井港

津井地区
兵庫県  安政4年（1857）

建設年代

所在地
通番

港湾
協会
調査

文化
財

土木
学会
選奨

近代
遺産ラ
ンク

名称 種類 管理者

北海道
松山港

青森県

八戸港

岩手県

宮城県

山形県 酒田港

千葉県

神奈川県
横須賀港

新潟県 赤泊港

小木港

新潟西港

静岡県

清水港

愛知県

京都府 宮津港

大阪府 大阪港

兵庫県

由良港



 港湾編-2

■【港湾分野】規範事例候補リスト（近世） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県名
港湾名

（旧港湾名）

66 ● 岸壁 岸壁中期 印南港 江戸中期
67 ● 嘉永橋 橋梁 大川港 和歌山県  嘉永元年（1848）
68 ● 史跡 広村堤防 護岸 和歌山県  安政5年（1858）
69 ● 養源寺堀 泊地 和歌山県  正徳4年（1714）
70 ● 大仙堀 護岸、停泊地 和歌山県 江戸時代
71 ● 網代古波止 波止場 和歌山県 江戸時代
72 ● 神谷さざえ島（蟻嶋） 標識 和歌山県 江戸時代

73
● 新川堀割 運河 和歌山下津港

（有田港）
和歌山県 嘉永6年4月

（1853.4）
74 ● 防波堤 防波堤 島根県 河下港 島根県 江戸時代
75 ● 京橋 船着場 岡山港 岡山県 江戸時代

76
● 小串台場跡 台場 岡山港

（小串港）
岡山県 幕末

77
● 吉井川筋 船着場 岡山港

（西大寺港）
岡山県 江戸時代

78 ● 登録 元禄波止場 防波堤 大多府漁港 岡山県 江戸時代
79 ● 一文字波止 防波堤 牛窓港 岡山県  元禄8年（1695）
80 ● 松永の入り川 水路 （松永港） 広島県 17～18世紀
81 ● 厳島神社護岸 護岸 厳島港 広島県  元文元年（1736）
82 ● 往来安全灯籠 石灯籠 広島県  文政年間（1818～1830）
83 ● 雁木 雁木 広島県  文政年間（1818～1830）
84 ● 雁木 雁木 広島県 江戸時代
85 ● 力石 力石 広島県 江戸時代
86 ● 三之瀬護岸 護岸 蒲刈港 広島県  慶長7年（1602）
87 ● 音戸の瀬戸 航路 呉港 呉市 平安時代
88 ● 大可島地先防波堤 防波堤 広島県  文化年間（1804～1817）
89 ● 保命酒浜荷役浜 雁木 広島県  文化8年（1811）
90 ● 鞆港に面する地域 屋敷 広島県 江戸時代
91 ● 船たで場 船だて場 広島県  文化年間（1804～1818）
92 ● 大防波堤 防波堤 広島県  江戸時代（1780年以前）
93 ● 古い町並み 屋敷 広島県 江戸時代
94 ● 越荷会所跡 会所跡 上関漁港 上関町 江戸時代
95 ● 姥倉（うばくら）運河 運河 萩港 山口県  嘉永年間（1848～1853）
96 ● 柳井川 運河 柳井港 山口県  寛文年間（1661～1672）

97
● 常夜燈 常夜燈 観音寺港

（旧湛甫）
香川県 江戸時代

98
● 旧港南防波堤 防波堤 北浦港 土庄町 安土桃山時代

（1573～1603）

99
● 1号けい船堤 防波堤 小瀬港 土庄町 安土桃山時代

（1573～1603）
100 ● 太助灯籠 常夜燈 丸亀港 香川県  天保9年（1838）
101 ● 三机泊地 泊地 愛媛県 伊方町 江戸時代
102 ● 須賀公園 公園 伊方町 江戸時代
103 ● 一文字堤防 防波堤 堀江港 松山市  安政2年（1855）
104 ● 常夜燈 常夜燈 松山港 愛媛県  享和1年（1801）

105 ● 口屋跡 荷捌施設 愛媛県 新居浜港 新居浜
港務局

 元禄15年（1702）

106 登録 旧井口三番浜北丸樋 丸樋 今治市 江戸末期
107 登録 旧井口三番浜丸樋 丸樋 今治市 江戸末期
108 登録 旧井口三番浜南丸樋 丸樋 今治市 江戸末期
109 登録 井口四番浜南丸樋 丸樋 今治市 江戸末期
110 登録 井口四番浜北丸樋 丸樋 今治市 江戸末期
111 登録 旧井口三番浜丸樋 丸樋 今治市 江戸末期
112 ● 兼山堤 防潮堤 柏島漁港 今治市  承応～明暦（1652～1658）
113 ● 室津船だまり 泊地 室津港 高知県  寛文1年（1661）
114 ● 手結船だまり 泊地 手結港 高知県  承応1年（1652）

115
● 泊地 水域施設 室戸岬漁港

（津呂港） 室戸市
 寛文元年(1661)

116 ● 係船柱 係船柱 福岡県  嘉永4年（1851）
117 ● 護岸（物揚場） 護岸 福岡県 江戸末期
118 ● 12号護岸 防波堤 福岡県  文政11年1月（1828.1）
119 ● 13号護岸 防波堤 福岡県  文政11年1月（1828.1）
120 ● 2号波除堤 防波堤 福岡県  弘化4年（1847）
121 ● 臨港道路 防波堤 福岡県  文政11年1月（1828.1）
122 ● 1号防波堤 防波堤 唐泊漁港 福岡市  天保4年（1833）
123 ● C 対馬藩お船江跡 港湾跡 厳原港 長崎県  寛文3年（1663）推定
124 ● 護岸 護岸 口之津港 長崎県 江戸後期
125 ● オランダふ頭 物揚場 平戸港 長崎県  慶長14年（1609）
126 ● 船津岸壁石段 岸壁 熊本県 牛深港 熊本県  寛政11年4月（1799）
127 ● 纜岩（ともずないわ） 係船柱 佐賀関港 大分県 江戸時代
128 ● 常夜灯 常夜灯 富来港 大分県  天保年間（1830～1844）
129 ● 常夜燈 常夜燈 守江港 大分県  文政10年（1827）

建設年代

所在地
通番

港湾
協会
調査

文化
財

土木
学会
選奨

近代
遺産ラ
ンク

名称 種類 管理者

和歌山県

湯浅広港

由良港

岡山県

広島県

尾道糸崎港

福山港（鞆港）

御手洗港

芦屋港
（芦屋浦）
宇島港

山口県

香川県

三机港

上浦町
井口の海岸

長崎県

佐賀県

高知県

福岡県

県名
港湾名

（旧港湾名）

130
● 登録 堀川運河 運河 油津港

宮崎県
天和3年～貞享3年
（1683～1686）

131 ● 細島 泊地 細島港 宮崎県 江戸時代
132 ● 三五郎波止 防波堤 鹿児島県  天保10年（1839）
133 ● 新波止 防波堤 鹿児島県  文政年間（1818～1830）
134 ● 渡し舟舟着場 舟着場 山川漁港 鹿児島県 江戸時代

135
● ガンギ（雁木） 防波堤

鹿児島県
天保5年（1835）12月29日
～天保6年（1835）7月13日

136
● 指宿桿海堤 防波堤

鹿児島県
天保5年（1835）12月29日
～天保6年（1835）7月13日

137
● 防波堤（西） 防波堤

鹿児島県
天保5年（1835）12月29日
～天保6年（1835）7月13日

138 ● 防波堤（北） 防波堤 西之表港 鹿児島県 文久3年（1863）

139
● 防波堤（南） 防波堤 西之表港

（旧港地区） 鹿児島県
文久2年（1862）

建設年代

所在地
通番

港湾
協会
調査

文化
財

土木
学会
選奨

近代
遺産ラ
ンク

名称 種類 管理者

鹿児島港

宮ヶ浜港

宮崎県

鹿児島県



 港湾編-3

■【港湾分野】規範事例候補リスト（近代） 

 
県名

港湾名
（旧港湾名）

1
● 網走川左岸護岸 護岸 網走市 大正8～昭和5年

（1919～1930）

2
● 北防波堤 防波堤 網走市 大正11～昭和15年

（1922～1940）

3
● 西防波堤 防波堤 網走市 大正8～昭和5年

（1919～1930）

4
● 帽子岩防波堤 防波堤 網走市 大正11～昭和15年

（1922～1940）

5
● 西防波堤 防波堤 岩内港 岩内町 明治40～43年

（1907～1910）

6
● A 第一期運河 運河 小樽市 大正3～12年

（1914～1923）

7
● ● A 防波堤

（北防波堤，島堤，南防波堤）
防波堤 小樽市 明治30年（1897）

～大正10年（1921）
8 ● C 根室港区石張道路 道路 根室港 根室市 明治年間
9 ● 七財橋物揚場 物揚場 函館市 明治年間
10 ● 大町第1物揚場 物揚場 函館市 明治初期
11 ● 海上自衛隊物揚場 物揚場 函館市  明治3年（1870）

12
● 国鉄若松町ふ頭

第1・2岸壁
岸壁 函館市  大正14年（1925）

13
● 第3防砂堤 防砂堤 函館市 大正5～7年

（1916～1918）

14
● 函館漁港旧船入澗防波堤 防波堤 函館市 明治29～32年

（1896～1899）

15
● 函館船渠(株)乾船渠 造船所 函館市 明治31～37年

（1898～1904）

16
● 函館山要塞跡 陸軍要塞 函館市 明治30年（1897）

～明治35年（1902）
17 B 函館ドック ドッグ 函館市 明治36

18
● 大町第３物揚場 物揚場 函館市 明治3年（1870）

～明治7年（1874）頃

19
● 大町地区泊地護岸 泊地護岸 函館市 明治11年(1878）

（平成7年改良）

20
● 西防波堤 防波堤 函館港

（本港地区）
函館市 明治43年（1910）

～大正7年（1918）

21
● 末広町物揚場 物揚場 函館港

（末広地区）
函館市 明治13年（1880）頃

22
● 北防波堤 防波堤 増毛町 大正15～昭和8年

（1939～1933）

23
● 西防波堤 防波堤 増毛町 昭和14～19年

（1939～1944）

24
● ● A  北護岸（屋蓋式防波堤） 護岸 稚内市 昭和6～11年

（1931～1936）

25
● 係船岸壁 岸壁 稚内市 昭和6～11年

（1931～1936）

26
● 基部護岸 護岸 釧路市 明治43年（1910）

～大正11年（1922）

27
● 南防波堤 防波堤 釧路市 明治43年（1910）

～大正11年（1922）

28
● 南防波堤基石 基石 釧路港

（東港区）
室蘭市 大正7年（1918.7.7）

29 ● 史跡 史跡旧余市福原漁場 保管施設 余市港 余市町 明治10年代：文書倉
30 ● 留萌港西突堤灯柱 灯台 留萌市 昭和6年(1931）
31 ● 留萌港東突堤灯柱 灯台 留萌市 昭和6年(1931）

32
B 石崎漁港

トンネル式出入口
護岸・埠頭 石崎漁港 北海道 昭和9

33 A 吉崎ノ袋澗 袋澗 戸井町 函館市 大正4
34 A 出町ノ澗 袋澗 神恵内村 明治中期
35 B 澤口ノ澗 袋澗 神恵内村 明治中期
36 C 木下ノ澗 袋澗 神恵内村 明治中期
37 C 橋村ノ澗 袋澗 神恵内村 明治中期
38 C 田中ノ澗 袋澗 泊村 大正中～後期
39 B 葛間ノ澗 袋澗 泊村 大正中～後期
40 B 鴛泊の袋澗 袋澗 利尻富士町 利尻富士町 昭和？（戦前）

41
C 船倉ノ袋澗

（美谷の袋澗）
袋澗 瀬棚町 せたな町 明治後期

42 C 南高山の袋澗 袋澗 礼文町 礼文町 昭和？（戦前）
43 ● 合浦公園 公園 青森県 青森県 明治37年（1904）
44 ● 聖徳公園 公園 青森県 昭和5年（1930）
45 ● C（C) 鉄道第1岸壁 岸壁 青森県 大正13年（1924）
46 ● C（C) 鉄道第2岸壁 岸壁 青森県 昭和3年（1928）

47
● 鉄道船入澗 泊地 青森県 明治37～41年

（1904～1908）

建設年代

所在地
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名称 種類 管理者

神恵内村

泊村

北海道

増毛港

稚内港

釧路港

留萌港

網走港

小樽港

函館港

函館港
（大町地区）

青森港

県名
港湾名

（旧港湾名）

48 ● 3000t岸壁 岸壁 青森県 昭和11年（1936）
49 ● 3号岸壁 岸壁 青森県 昭和13年（1938）
50 ● 4号岸壁 岸壁 青森県 昭和13年（1938）
51 ● 5号岸壁 岸壁 青森県 昭和13年（1938）
52 ● 船入場 泊地 青森県 明治9年（1876）
53 C 大湊精錬所係船施設 護岸・埠頭 むつ市 青森県 昭和13
54 C 龍飛監視性硝 砲台 三厩村 青森県 昭和15？
55 C 艫作埼灯台 灯台 深浦町 青森県 昭和16
56 ● 　 ヶ崎灯台 灯台 宮古港 岩手県 明治35年（1902）
57 ● 沖方 桟橋 岩手県 昭和55年（1980）
58 ● 中間 桟橋 岩手県 昭和44年（1969）
59 ● 南桟橋 桟橋 岩手県 昭和13年（1938）
60 ● 北桟橋　 桟橋 岩手県 昭和3年（1928）

61
● ● 北上運河 運河 宮城県 宮城県 明治11～15年

（1878～1882）
62 ● 測候所跡の碑 記念碑 宮城県 明治時代
63 ● 築港の碑 記念碑 宮城県 明治時代

64
● ● C 東名運河 運河 宮城県 明治15～20年

（1882～1887）

65
● ● 突堤跡 突堤跡 宮城県 明治11～17年

（1878～1884）

66
● ● B 野蒜築港跡 橋台 宮城県 明治11年（1878）

～明治14年（1881）
67 B 金華山灯台 灯台 宮城県 牡鹿町 宮城県 明治9
68 ● かもめ公園 公園 秋田県 秋田港 秋田県 大正年間
69 ● 遊廓 遊廓 加茂港 山形県 明治10年（1877）
70 ● B 旧酒田の灯台 灯台 山形県 明治28年（1895）
71 ● 酒田倉庫（山居倉庫） 倉庫 山形県 明治26年（1893）
72 C 塩屋埼灯台 灯台 福島県 いわき市 福島県 昭和15
73 ● A 犬吠崎灯台 灯台 外川港 千葉県 明治7年11月（1874）

74
● 大神宮灯明台 灯台 千葉県 明治13年10月

（1880.10）
75 ● 寒川船溜 泊地 千葉県 明治年間
76 ● 出洲荷揚場 荷揚場 千葉県 明治43年（1910）
77 ● 出洲船溜 船溜 千葉県 明治43年（1910）

78
● 一の島灯台 灯台 千葉県 昭和8～10年

（1933～1935）
79 ● 川口神社 神社 千葉県 明治4年（1871）
80 ● 銚港神社 神社 千葉県 明治2年（1869）
81 ● 銚子測候所 測候所 千葉県 明治21年（1888）
82 B(B) 第一海堡 砲台 千葉県 明治23
83 B(B) 第二海堡 砲台 千葉県 大正3
84 C 富津元州堡塁砲台 砲台 千葉県 明治17
85 C 野島埼灯台 灯台 白浜町 千葉県 大正14
86 ● 泊浦桟橋 桟橋 式根島泊浦 東京都 明治42年（1909）
87 ● 重文 品川灯台 灯台 東京都 明治3年(1870）
88 ● 靖国神社高灯籠 常灯明台 東京都 明治4年(1871）
89 A 東京港防波堤 護岸・埠頭 東京都 昭和5
90 B 安乗埼灯台 灯台 東京都 明治6
91 A 重箱堀石積護岸 護岸・埠頭 東京都 大正2
92 B 日の出桟橋 護岸・埠頭 東京都 大正14

93
B 東京招魂社灯明台

（九段灯台）
灯台 東京都 明治3

94
A 羽田赤煉瓦堤防

（防潮堤）
護岸・埠頭 大田区・多摩川 東京都 昭和9

95
B 清瀬弾薬本庫 砲台 小笠原村

父島
東京都 昭和8

96
● 赤レンガ1号上屋 上屋 神奈川県 横浜港 横浜市 明治41～大正2年

（1908～1913）

97
● 赤レンガ2号上屋 上屋 横浜市 明治40～44年

（1907～1911）
98 ● 開港記念会館 記念碑 横浜市 大正6年（1917）

99
● B 北防波堤 防波堤 横浜市 明治22～29年

（1889～1896）
100 ● B 北水堤燈台 灯台 横浜市 明治29年（1896）

101
● 固定式電動起重機 荷役機械 横浜市 明治45～大正3年

（1912～1914）

102
● 新港ふ頭 岸壁 横浜市 明治39～大正6年

（1906～1917）

103
● 大桟橋 桟橋 横浜市 明治22～29年

（1889～1896）
104 ● 大桟橋入口西波止場 岸壁 横浜市 明治初期

建設年代

所在地
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港湾
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銚子漁港

東京都

千葉県

酒田港

富津市

千葉港

釜石港
岩手県

（野蒜港）

東京港

山形県

八戸港



 港湾編-4

■【港湾分野】規範事例候補リスト（近代） 

県名
港湾名

（旧港湾名）

105 ● 西波止場1～2号上屋 上屋 神奈川県 横浜港 横浜市 大正6年（1917）

106
● B 東防波堤 防波堤 横浜市 明治22～29年

（1889～1896）
107 ● B 東水堤燈台 灯台 横浜市 明治29年（1896）
108 ● 氷川丸 船舶 横浜市 昭和5年（1930）
109 ● マリンタワー タワー 横浜市 昭和36年（1961）

110
● 三菱横浜造船所

石造ドック（1号)
ドック 横浜市  明治32年5月（1889.5）

111
● 重文 三菱横浜造船所

石造ドック（2号)
ドック 横浜市  明治30年4月（1897.4）

112 ● 山下公園 公園 横浜市 昭和5年（1930）
113 ● 横浜税関 税関 横浜市 昭和9年（1934）

114
● 横浜農林水産省合同庁舎 官庁建物 横浜市 大正15～昭和6年

（1926～1931）
115 ● 横浜港旧臨海線 臨港道路 横浜市 明治時代

116
B 横浜港北水堤灯台

（赤灯台）
灯台 横浜市 明治29

117
C 横浜港外防波堤灯台

（赤灯台・白灯台）
灯台 横浜市 昭和10

118
B 横浜港東水堤灯台

（白灯台）
灯台 横浜市 明治29

119 B 横浜港六号物揚場 護岸・埠頭 横浜市 大正14

120
A ドックヤードガーデン

（横浜二号ドック）
ドッグ 横浜市 明治29

121
C 日本丸メモリアルパーク

（横浜一号ドック）
ドッグ 横浜市 明治31

122 C 灯台寮突堤 護岸・埠頭 横浜市 明治2
123 A(A) 新港埠頭第二号岸壁 護岸・埠頭 横浜市 明治38
124 C 新港連絡線護岸 護岸・埠頭 横浜市 明治43？

125
● ● A 猿島要塞 要塞（台場護岸

等の複合施設）
横須賀市 明治14年（1881）

～明治17年（1884）

126
● 横須賀製鉄所

第2号ドライドック
乾船梁 横須賀市 明治13年（1880.7）起工

127
● 横須賀製鉄所

第3号ドライドック
乾船梁 横須賀市 明治4年(1871.6）

128
● 住友重工浦賀工場

川間ドック
船梁 住友重工 明治29年（1896.2）

129
● 住友重工浦賀工場

第1号ドック
船梁 横須賀市 明治30年（1897.2.24）

130
A(A) 在日米軍横須賀基地

第一号ドック
ドッグ 横須賀市 明治4

131
B（A) 在日米軍横須賀基地

第三号ドック
ドッグ 横須賀市 明治7

132
A(A) 在日米軍横須賀基地

第二号ドック
ドッグ 横須賀市 明治17

133
C 在日米軍横須賀基地

第四号ドック
ドッグ 横須賀市 明治39

134 B 浦賀ドック ドッグ 横須賀市 明治32
135 A 観音崎北門第一・第二砲台 砲台 横須賀市 明治17

136
C 観音崎青少年の村

一号～三号館（火薬・火具庫）
砲台 横須賀市 明治27～34？

137 C 観音埼灯台 灯台 横須賀市 大正14
138 C 佐島漁港の石護岸 護岸・埠頭 横須賀市 昭和初？

139
C シティマリーナ・ヴェラシス

（川間ドック）
ドッグ 住友重工 明治31

140 B 本町の石積護岸 護岸・埠頭 小田原市 小田原市 明治36
141 ● 　 （かねきち）の望楼 望楼 新潟県 新潟県 明治30年（1897）
142 ● 防波堤 防波堤 新潟県 明治22年（1889）

143
● 外ノ澗防波堤 防波堤 小木港 新潟県 明治5～9年

（1872～1876）
144 ● 国鉄所有炭場護岸 護岸 直江津港 新潟県 明治年間
145 ● 海浜公園 公園 新潟県 昭和年間

146
● 旧導流堤 導流堤 新潟県 昭和25～28年

（1950～1953）

147
● 関屋分水 水路・閘門 国土交通省 昭和39～47年

（1964～1972）

148
● 大河津分水 水路・閘門 国土交通省 明治42～大正11年

（1908～1922）
149 ● 新潟臨港ふ頭 ふ頭 新潟県 明治38年（1905）

150
● 西突堤・東突堤 防波堤 新潟県 明治29～36年

（1896～1903）

151
● 堀割町 水路 新潟県 明治42～44年

（1909～1911）

152
● 萬代橋（第3代目） 橋梁 新潟県 昭和2～4年

（1927～1929）

建設年代

所在地
通番

港湾
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学会
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横須賀港

赤泊港

新潟西港
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港湾名

（旧港湾名）

153 ● 新潟東港 泊地 新潟県 新潟県 昭和38年（1963）
154 ● はまなす公園 公園 新潟県 大正・昭和
155 A 相川港船溜（大間港） 護岸・埠頭 相川港 新潟県 明治25
156 ● 重文 富岩運河中島閘門 閘門 富山県 昭和10年（1935）
157 登録 牛島閘門 閘門 富山県 昭和9

158
● 第二桟橋 物揚場 宇出津港 石川県 昭和7～8年

（1932～1933）
159 ● 御厨橋（みくりやばし） 橋梁  金沢港（宮腰） 石川県  昭和8年改修（1933）
160 ● 突堤 突堤 石川県 明治37年（1904）
161 ● 防波堤 防波堤 石川県 明治37年（1904）
162 C 常宮第二・第三桟橋 護岸・埠頭 福井県 大正期
163 C 縄間第一・第二桟橋 護岸・埠頭 福井県 大正5

164
● 第1防波堤 防波堤 福井県 明治11～18年

（1878～1885）

165
● 宿野積場 野積場 福井県 昭和4～6年

（1929～1931）
166 A 三国港エッセル堤 護岸・埠頭 福井県 明治13
167 登録 三国突堤 突堤 福井県 明治13

168
● 護岸跡の石垣 護岸 （掛塚湊） 静岡県 明治16～18年

（1883～1885）
169 ● 相良油田油井 油田油井 相良港 静岡県 明治6年（1873）

170
● 江尻船溜 物揚場 静岡県 明治41～大正2年

（1908～1913）

171
● 清水波止場 物揚場 静岡県 明治41～大正2年

（1908～1913）
172 ● 清水船溜 泊地 静岡県 明治年間

173
● 日の出ふ頭岸壁 岸壁 静岡県 大正10～昭和4年

（1921～1929）

174
● 神子元島 港湾跡 静岡県 明治3～6年

（1870～1873）

175
● 神子元島灯台吏員退息所 倉庫 静岡県 明治4～6年

（1871～1873）
176 ● 妻良導流堤 導流堤 静岡県 明治初年

177
● 妻良第2防波堤

（風早防波堤）
防波堤 静岡県  明治20年（1887)

178
● 伊東漁港護岸 石積護岸 伊東港

（伊東市新井）
静岡県 大正8年（1919）

～昭和13年（1938）
179 B 藤三払防波堤 護岸・埠頭 稲取漁港 静岡県 明治10
180 B 谷津漁港第二防波堤 護岸・埠頭 下河津漁港 河津町 明治30頃
181 B 吹上護岸 護岸・埠頭 舞阪町 静岡県 明治33
182 A 焼津海岸防波石堤 防波堤 焼津海岸 静岡県 明治40年
183 ● 石造唐獅子 石像 桑名港 愛知県 明治38年（1905）
184 ● 堤防 堤防 千代崎港 愛知県 大正初期

185
● 松重閘門 閘門 名古屋港

（熱田湊）
名古屋港
管理組合

昭和5年（1930）

186
● 登録 名古屋港跳上橋

（旧一・二号地間運河可動橋）
橋梁
（鉄道可動橋）

名古屋港
管理組合

昭和2年（1927.6）竣工

187 C 名古屋港十号地灯標 灯台 名古屋港
管理組合

昭和14

188 C 桑畑港防波堤 護岸・埠頭 桑畑漁港 昭和9

189
● 重文 A 旧港防波堤

（塩吹き防波堤）
防波堤 四日市港

管理組合
明治6～17年
（1873～1884）

190
● B 船溜波除堤 防波堤 四日市港

管理組合
明治6～17年
（1873～1884）

191
重文 B 四日市旧港防波堤

（旧船溜波除堤）
護岸・埠頭 四日市港

管理組合
明治4

192
A 四日市港北突堤上部防潮壁

（四日市旧港防波）
護岸・埠頭 四日市港

管理組合
明治27

193 ● 末広橋梁 鉄道用跳開式可動橋 四日市港
管理組合

昭和6年（1931.12）

194 B 栗谷港防波堤 護岸・埠頭 滋賀県 栗谷港 滋賀県 昭和8
195 ● 朝代新地 遊廓跡 京都府 明治34年（1901）
196 ● 海舞鶴駅 駅 JR西日本 明治37年（1904）

197
● 住吉入江 桟橋 京都府 明治41～大正2年

（1908～1913）

198
● 第1ふ頭突堤 防砂堤 京都府 明治41～大正2年

（1908～1913）
199 ● 竜宮新地 遊廓跡 京都府 明治35年（1902）

200
● B 旧海軍関連遺産 自衛隊桟橋　旧海軍工廠

（現日立造船）等
舞鶴港
（東港）

日立造船 明治34年（1901）
～大正～昭和初期

201 B(B) 日立造船二号ドック ドッグ 日立造船 明治41
202 C(B) 日立造船三号ドック ドッグ 日立造船 大正3
203 ● 大阪築港基石 基石 大阪府 大阪港 大阪市 明治年間

204
● 大阪鉄工所跡 造船所跡 明治12～14年

（1879～1881）

建設年代

所在地
通番

港湾
協会
調査

文化
財

土木
学会
選奨

近代
遺産ラ
ンク

名称 種類 管理者

舞鶴港

舞鶴市

福井港
（三国港）

敦賀港

京都府

愛知県

静岡県

下田港

妻良漁港

清水港

四日市港

名古屋港

富山県

半の浦港

石川県

伏木富山港
（東岩瀬港）

福井県

両津港



 港湾編-5

■【港湾分野】規範事例候補リスト（近代） 

 
県名

港湾名
（旧港湾名）

205
● 大船橋 橋梁跡 大阪市 昭和11年5月

（1936.5）

206
● 北防波堤 防波堤 大阪市 明治33～38年

（1900～1905）

207
● 木津川運河 運河 大阪市 大正2～5年

（1913～1916）
208 ● 旧川口波止場 港湾跡 大阪市 明治年間

209
● 天保山運河 運河 大阪市 大正4～5年

（1915～1916）
210 ● 天保山桟橋 桟橋 大阪市 大正8年（1919）
211 ● 南北防波堤頭端 灯台 大阪市 明治37年（1904）
212 ● みおつくし 航路標識跡 大阪市 明治年間

213
● 南防波堤 防波堤 大阪市 明治32～38年

（1899～1905）

214
● 苅藻島 埋立 神戸市 明治29～31年

（1896～1898）
215 ● 苅藩運河 運河 神戸市 昭和5年（1930）

216
● 京橋 橋 神戸市 明治42～43年

（1909～1910）

217
● コンテナクレーン 荷役機械 神戸市 昭和42～43年

（1967～1968）
218 ● 新川運河 運河 神戸市 明治7年（1874）

219
● A 新港第1～第4突堤 岸壁 神戸市 明治42～大正6年

（1909～1917）

220
● 新港第5～第6突堤 岸壁 神戸市 大正8～昭和12年

（1919～1937）
221 ● 新湊川運河 運河 神戸市 昭和6年（1931）

222
● 第1岸壁 岸壁 神戸市 明治43～44年

（1910～1911）
223 ● 第一防波堤 防波堤 神戸市 大正14年（1925）

224
● 第1物揚場 物揚場 神戸市 明治41～45年

（1908～1912）

225
● 第2岸壁 岸壁 神戸市 明治41～大正3年

（1908～1914）

226
● 第四防波堤 防波堤 神戸市 昭和5～13年

（1930～1938）
227 ● 中突堤 岸壁 神戸市 明治1年（1868）

228
● 中突堤 岸壁 神戸市 大正8～昭和11年

（1919～1936）
229 ● 函（ケーソン）製造設備 ｹｰｿﾝﾔｰﾄﾞ 神戸市 明治43年（1910）

230
● バナナ上屋 上屋 神戸市 昭和38～39年

（1963～1964）

231
● 兵庫運河 運河 神戸市 明治29～33年

（1896～1990）

232
● 兵庫第1～第2突堤 岸壁 神戸市 大正8～昭和12年

（1919～1937）
233 ● 弁天浜の埋立 埋立 神戸市 明治12年（1879）
234 ● B メリケン波止場(跡） 物揚場 神戸市 明治1年（1868）
235 ● 生石岸壁 岸壁 由良港 兵庫県 大正～昭和初期
236 ● 西防波堤 防波堤 兵庫県 大正5年（1916）
237 ● 東防波堤 防波堤 兵庫県 大正5年（1916）
238 ● 航路標識 航路標識 明治30年代（1897）
239 ● 倉庫 倉庫 明治35年（1902）

240
● 船揚場 船揚場 明治30年代

（1897～1906）
241 ● 防潮堤 防潮堤 明治末
242 ● あんどの灯 航路標識 日置港 和歌山県 明治初期
243 A 由良港防波堤 護岸・埠頭 由良町 和歌山県 昭和18
244 ● 伊後防波堤 防波堤 伊後港 鳥取県 昭和26年（1951）
245 ● 沖防波堤 防波堤 鳥取県 大正初期
246 ● 護岸 護岸 鳥取県 昭和37年頃（1962）
247 ● 西物揚場 物揚場 鳥取県 昭和24年（1949）
248 ● 中船揚場 船揚場 黒田港 鳥取県 明治40年（1907）
249 ● 1号防波堤 防波堤 鳥取県 昭和26年（1951）
250 ● 2号防波堤 防波堤 鳥取県 昭和26年（1951）
251 ● 3号防波堤 防波堤 鳥取県 昭和26年（1951）
252 ● 沖防波堤 防波堤 鳥取県 昭和24年（1949）

253
● 護岸（防波） 防波堤 鳥取県 昭和53～55年

（1978～1980）
254 ● 古海里波止場 岸壁 古海港 鳥取県 明治43年（1910）

255
C 麦垣防波堤 護岸・埠頭 中浜港

（境港市）
境港
管理組合

大正15

256 C 酒津港第一波止 護岸・埠頭 酒津漁港 鳥取県 明治20

建設年代

所在地
通番

港湾
協会
調査

文化
財

土木
学会
選奨

近代
遺産ラ
ンク

名称 種類 管理者

神戸港

和歌山県

津井港
（津井地区）

吉浦港

西村港

印南港

鳥取県

兵庫県

県名
港湾名

（旧港湾名）

257 C 瀬戸ヶ島新開地護岸 護岸・埠頭 浜田市 島根県 大正5

258
C 津摩漁港東内

防波堤２号
護岸・埠頭 津摩漁港

（浜田市）
浜田市 昭和7

259 C 古湊漁港北防波堤 護岸・埠頭 三隈町 三隅町 昭和5
260 ● 1号防波堤 防波堤 網代港 瀬戸内市 明治以前
261 ● 三幡 船だまり  岡山港（三幡） 岡山県 明治年間
262 ● 1号護岸 護岸 瀬戸内市 明治以前
263 ● 西防波堤 防波堤 瀬戸内市 明治以前
264 ● 東防波堤 防波堤 瀬戸内市 明治以前
265 ● 1号護岸 護岸 瀬戸内市 明治以前
266 ● 1号防波堤 防波堤 瀬戸内市 明治以前
267 ● 郡漁港 泊地 郡漁港 瀬戸内市 明治年間

268
● 田の口港 泊地 児島港

（田の口港）
岡山市 明治年間

269 ● 1号護岸 護岸 瀬戸内市 明治以前
270 ● 1号防波堤 防波堤 瀬戸内市 明治以前
271 ● 2号護岸 護岸 瀬戸内市 明治以前
272 ● 3号護岸 護岸 瀬戸内市 明治以前
273 ● 1号防波堤 防波堤 幡港 瀬戸内市 明治以前
274 ● 久々井の石積物揚場 物揚場 久々井港 備前市 昭和初期
275 ● 尾越防波堤 防波堤 笠岡市 明治以前
276 ● 尾台西防波堤 防波堤 笠岡市 明治以前
277 ● 尾台東防波堤 防波堤 笠岡市 明治以前
278 ● 尾台防砂堤 防波堤 笠岡市 明治以前
279 ● 第1護岸 護岸 笠岡市 明治以前
280 ● 第2護岸 護岸 笠岡市 明治以前
281 ● 第3護岸 護岸 笠岡市 明治以前
282 ● 第4護岸 護岸 笠岡市 明治以前

283
C 鳩島防波堤 護岸・埠頭 犬島港

（岡山市）
岡山市 昭和2

284 ● 浜の町海岸護岸 護岸 厳島港 広島県 大正2年（1913）

285
● 住吉神社玉垣 玉垣 尾道糸崎港

（松浜港）
広島県 明治14年（1881）

286
● 西御所県営上屋

2号及び3号
上屋 尾道糸崎港 広島県 昭和18年（1943.11.30）

287 ● 重井西桟橋 桟橋 重井港 広島県 昭和40年（1965）
288 ● 石燈籠 石燈籠 竹原港 広島県 明治11年（1878）
289 ● 宇和部桟橋 桟橋 広島県 昭和37年（1962）
290 ● 田熊桟橋 桟橋 広島県 昭和39年（1964）
291 ● 中央桟橋 桟橋 広島県 昭和37年（1962）
292 ● 本村桟橋 桟橋 広島県 昭和34年（1959）
293 ● 外浦桟橋 桟橋 中浜港 広島県 昭和35年（1960）
294 ● 六管桟橋 桟橋 広島港 広島県  明治35年4月（1902.4）
295 B 安芸白石灯標 灯台 大竹市 広島県 明治36
296 A アレイからすこじま公園岸壁 護岸・埠頭 呉市 明治20代
297 B 呉事業所係船堀北護岸 護岸・埠頭 呉市 明治44

298
B 石川島播磨重工

第四修理ドック
ドッグ 呉市 昭和4

299 C（C)  地御前港雁木（Ｃ新開護岸） 護岸・埠頭 広島県 大正2

300
C（C) 地御前港港内防波護岸

（Ｂ新開防波護岸）
護岸・埠頭 広島県 大正2

301
A 地御前港港口防波堤

（Ｅ・Ｆ新開地先防波堤）
護岸・埠頭 広島県 大正5

302 C 下関機械工場石造岸壁 護岸・埠頭 山口県 下関機械工場 明治45
303 C 下関機械工場乾船渠 ドッグ 下関機械工場 大正3

304
● 御米蔵 倉庫 光漁港

（室積会所）
光市 明治時代

305
● 三田尻塩田記念産業公園 三田尻塩田を記念した

入浜式塩田の復元施設
三田尻中関港
（中関地区）

山口県 平成4年（1992）

306 B（A) 牛島西崎の波止 護岸・埠頭 山口県 明治20頃
307 B（A) 牛島藤田の波止 護岸・埠頭 山口県 明治25・26
308 C 宇部港西防波堤 護岸・埠頭 宇部港 山口県 昭和8

309
C 久賀の新波止 護岸・埠頭 久賀漁港

（久賀町）
明治12

310 C 久原波止場 護岸・埠頭 須佐町 明治42

311
B 木与防波堤（東堤） 護岸・埠頭 木与漁港

（阿武町）
明治44？

312 B 真宮防波堤 護岸・埠頭 東和町 不詳（昭和初？）
313 C 木岐地区突堤 護岸・埠頭 徳島県 由岐漁港 徳島県 大正初
314 ● C 西けい船防波堤 防波堤 香川県 土庄町 明治20年（1887）
315 ● 東けい船防波堤 防波堤 土庄町 明治20年（1887）
316 ● 波節岩灯標 航路標識 江ノ浦港 丸亀市 明治28年1月（1895）

317
● 漁業組合網干場の標示柱 標識 香川県 大正年間

（1912～1925）
318 ● 荷役場標示柱 標識 香川県 明治22年（1889）

建設年代

所在地
通番

港湾
協会
調査

文化
財

土木
学会
選奨

近代
遺産ラ
ンク

名称 種類 管理者

地御前漁港

下関市

光市

馬越港

観音寺港
（旧湛甫）

黄島港

黒島港

師楽港

広島県

土生港

呉港

前島港

岡山県

島根県
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■【港湾分野】規範事例候補リスト（近代） 

県名
港湾名

（旧港湾名）

319 ● 里浦港灯標 航路標識 里浦港 丸亀市 昭和9年3月（1934）
320 ● 第2号けい船護岸 護岸 観音寺市 明治年間
321 ● 第3号けい船護岸 護岸 観音寺市 明治年間
322 ● 中防波堤 防波堤 観音寺市 明治39年（1906）
323 ● （新）水揚場 ドルフィン 今治市 昭和52年（1977）
324 ● A護岸 護岸 今治市 明治年間
325 ● B護岸 護岸 今治市 明治年間
326 ● C護岸 護岸 今治市 大正年間
327 ● D護岸 護岸 今治市 大正年間
328 ● E護岸 護岸 今治市 明治年間
329 ● B(B) 内港埠頭 護岸 今治市 明治35年頃（1902）
330 ● 明神水揚場 水揚場 今治市 明治40年頃（1907）
331 C 三島築港荷揚場 護岸・埠頭 三島港 愛媛県 昭和6

332
● 木材積出し桟橋 桟橋 高知県 久礼港

（久礼地区）
高知県 大正時代

333 ● ひらた船 船舶 北九州市 明治年間
334 ● 藤の不高架桟橋 桟橋 北九州市 昭和8年（1933）
335 ● 門司区桟橋通り付近 商社 北九州市 明治末期
336 B 若松港石垣岸壁 護岸・埠頭 北九州市 明治25
337 ● 1号防波堤 防波堤 福岡市 明治27年（1894）
338 ● 4号防波堤 防波堤 福岡市 明治43年（1910）
339 ● 防砂堤 防砂堤 志賀島漁港 福岡市 明治31年（1898）
340 ● 4号防波堤 防波堤 福岡市 明治32年（1899）
341 ● 5号防波堤 防波堤 福岡市 明治32年（1899）
342 ● 東防波堤 防波堤 弘漁港 福岡市 明治41年（1908）
343 ● A 閘門 水門 三池港 福岡県 明治41年（1908）
344 ● 上新田渡 渡船場 福岡県 明治8年（1875）
345 ● 大川橋 橋梁 福岡県 昭和30年（1955）
346 ● 新田大橋 橋梁 福岡県 昭和48年（1973）

347
● 導流堤 導流堤 福岡県 明治20～35年

（1887～1897）
348 ● 昇開橋 鉄橋 福岡県 昭和10年（1935）
349 ● 2号物揚場 物揚場 宇島港 福岡県 昭和8年（1933）

350
● 妙見護岸 防波堤 唐津港

（西唐津港）
佐賀県 明治41年12月

（1908.12）

351
● 東与賀地区大からみ堤防・

授産社からみ堤防
防潮堤 有明海岸 明治４年、明治中期

352 ● C 万関運河 運河 長崎県 明治33年（1900）
353 ● 万関橋 橋梁 長崎県 明治33年（1900）

354
● 出島岸壁 岸壁 長崎県 大正9年（1920）

～昭和2年（1927）
355 B 元船岸壁 護岸・埠頭 長崎県 昭和2
356 B 中島川護岸 護岸・埠頭 長崎県 明治22
357 ● 浦頭引揚桟橋 桟橋 佐世保港 佐世保市  昭和20年（1945）以前
358 C 千尽埋立地護岸 護岸・埠頭 佐世保市 大正2
359 B 平瀬埋立地護岸 護岸・埠頭 佐世保市 大正2
360 A 立神係船池岸壁 護岸・埠頭 佐世保市 大正5
361 B 上見坂堡塁 砲台 厳原町 長崎県 明治35
362 C 大石砲台 砲台 豊玉町 明治21
363 B 片島魚雷発射試験場 砲台 川棚町 大正7
364 C 黒島防波堤 護岸・埠頭 小値賀漁港 小値賀町 昭和11 
365 A 竹敷海軍要港部 護岸・埠頭 美津島町 美津島町 明治10～29
366 B 戸石Ａ防波堤 護岸・埠頭 戸石漁港 長崎市 昭和4
367 ● C 西側防波堤 防波堤 八代市 明治28年（1895）
368 ● C 東側防波堤 防波堤 八代市 明治28年（1895）
369 ● 要江物揚場 物揚場 百貫港 熊本県 昭和初期
370 ● 石積護岸 護岸 熊本県 明治年間
371 ● 石積防波堤 防波堤 熊本県 明治年間
372 ● ● A 西港物揚場 物揚場 三角港 熊本県 明治20年（1887）
373 ● 前川右岸部護岸 護岸 八代港 熊本県 明治元年(1868)
374 C 赤瀬港防波堤 護岸・埠頭 赤瀬漁港 熊本県 大正2
375 ● 船だまり 泊地 国東港 大分県 明治36年（1903）
376 ● 港町 泊地 佐賀関港 大分県 明治年間

377
● 別府港桟橋 桟橋 別府港 大分県 明治2～4年

（1869～1871）
378 B 香々地新波止地区防波堤 護岸・埠頭 香々地漁港 大分県 明治末～大正初
379 C 小浦防波堤 護岸・埠頭 小浦漁港 佐伯市 昭和8

380
● 防波堤

（悪水排除用締切堤）
防波堤 宮崎県 細島港 宮崎県 明治27～28年

（1894～1895）
381 ● ● A 一丁台場 防波堤 鹿児島港 鹿児島県 明治5年（1872）
382 ● 岸壁 岸壁 新川港 鹿児島県 明治24年（1891）
383 ● 二川港防波堤 防波堤 二川港 垂水市 昭和8年（1933）
384 ● 防波堤 防波堤 里港 鹿児島県 昭和17年（1942）

建設年代

所在地
通番

港湾
協会
調査

文化
財

土木
学会
選奨

近代
遺産ラ
ンク

名称 種類 管理者

佐賀県

室本港

四坂港愛媛県

大分県

若津港

北九州港

鹿児島県

長崎県

福岡県

玄界漁港

奈多漁港

熊本県

佐世保市

竹敷港

日奈久港

本渡港

長崎港
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●港湾分野における規範事例選定の考え方 

 

(1)港湾分野における規範の考え方 

現代港湾の空間規模は、多くの場合いわゆるヒューマンスケールを超え

ている。工業港区の諸施設の規模の大きさは言うまでもないが、商港区で

も扱う荷の大きさあるいは量自体がヒューマンスケールを超え、それゆえ

に広大なヤードと機械による荷役が一般的になっている。倉庫や上屋など

は階高が大きく、開口部の少ない大規模壁面が多い。 
一般市街地の住宅や商業施設の相応の細やかさに馴染んだ目には、実用

的機能に特化した大規模な港湾空間や関連施設群は、停泊する船舶の巨大

さも相俟って、しばしば刺激となり興味の対象ともなる。しかし、これら

は、長期間接してなおくつろぐことのできるような環境だとは必ずしも言

えまい。また、港湾荷役の効率的で安全な遂行という観点からも、これら

に対する部外者の不用意な接近には問題がある。 
このように、現代港湾本来の機能や活動のありようと市民の憩いとは、

もはや相容れない事象になったかのようにみえる。港湾都市もしくは港町

の、港湾と都市、港と町との機能上の分離は当然としても、両者の接点に

おける魅力創出の可能性は閉ざされているのであろうか。 
ところで、流行歌の歌詞に含まれる言葉や絵画に描出される要素の登場

頻度などから言えるのは、船舶は、港湾（あるいは港）における人々の一

貫した関心のひとつだということである。とすれば、船舶（同時に、それ

が停泊しあるいは航行する水域。以下、単に水域というときは、この意味

に用いる）と一般の人々とを接近させることが、港湾にからめてその憩い

の場を提供する鍵となるはずである。つまり、一般の人々の通常の活動範

囲（一般市街地＝「まち」）に近接して水域があること。船舶といっても

中にはヤードを広く必要とする種類のもの、危険物を扱う種類のものもあ

る。それらを「まち」と近接させるには無理が伴う。したがって、ヤード

を広く要しない船舶（旅客船、漁船、消防艇、調査船、プレジャーボート

など）のための水域。これが「まち」に近接していることが、港湾の規範

的風景としての意味をもつだろう。 
 

(2)事例選定のポイント 

「まち」に近接して水域があるという条件から、おのずと港発祥の地周

辺が選定されることとなり、さらに、その条件を現代においてうまく活用

しているかどうかが問われた。一度決定された港湾計画を変更して水域の

保全を図ったり、道路の付け替えや移動を実現した例もここに含まれてい

る。また、港湾はその発祥の地周辺に独自の歴史的遺産をかかえており、

その保全や利活用のユニークさ、デザインの水準の高さも選定の根拠とな

った。結果的に５港湾７事例が選定された。 
 

(3)実践に活用する場合の留意点 

『港湾景観形成ガイドライン』は、水域を眺望する場所の確保と整備に

力点を置いて編集された。『景観デザイン規範事例集』では、内港部分の

利活用に焦点をあて、計画の柔軟性やデザインの水準に力点を置いて事例

が選定されている。そのため、選定にあたっては土木学会デザイン賞受賞

作品も参照された。港湾は実用的機能に特化した空間であり、その実用性

の根本に水運があることから、一般の人々とそれとの接点を模索すること

こそが港湾独自の景観形成に繋がっていく。遊興施設整備による集客も、

上記を離れて進められるとなれば、もはやそれは港湾という場を借りてい

るだけで、港湾に由来する魅力創出の問題ではなくなる。 
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日本の港湾には、発祥当初は「まち」と水域とが隣接関係にあったもの

が、埋立や臨港道路整備によって両者が分断され、現役船舶の眺めと一般

の人々との通常の活動範囲との乖離を強めている例が多い。上記の意味合

いにおいて、ほとんどの港湾では、その分断状態の解消可能性の検討がま

ず出発点となろう。 
当初から工業港として誕生した港湾などでは、上のような規範を念頭に

将来を構想することは難しい場合もあろう。むしろ、工場施設群の産業遺

産としての活用、夜景、ファクトリーミュージアムの展開など、魅力創出

の道を独自に探るのが懸命だろう。ただし、国内にその意味で紹介すべき

ほどの好例はまだ登場しておらず、海外の事例を研究する必要がある。 
 

土木デザイン集成小委員会 海岸・港湾部会長 
東京工業大学大学院教授 

齋藤 潮 
 
 

【港湾分野】規範事例一覧 

 種別 事例対象 所在地 

１ 事例 鞆の浦 広島県福山市 
２  三角西港 熊本県三角町 
３  横浜港旧港地区 神奈川県横浜市中区 
４  山下公園 神奈川県横浜市中区 
５  汽車道 神奈川県横浜市中区 
６  鹿児島港本港区港湾緑地 鹿児島県鹿児島市 
７  門司港レトロ 福岡県北九州市門司区 
８ コラム 港の魅力と景観整備 ― 
９  港とまちの眺望 ― 
10  居心地の良い水域の形成 ― 
11  海辺のプロムナードのデ

ザイン 
― 

12  潮入のデザイン ― 

 

   なお、７事例に加え、５つの項目をコラムとしてとりまとめ、港湾の

デザインを考えるにあたっての参考とした。 
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１．鞆の浦／近世の遺構が残る港町･･････････････････････････････････002 

２．三角西港／近代のみなとづくりの遺構を活かした憩いの空間整備･････････006 

３．横浜港旧港地区／都市横浜の骨格と文化的蓄積を支える港･････････････010 

４．山下公園／港と市街地を緩やかにつなぐ臨海公園････････････････････014 

５．汽車道／臨港鉄道の遺構を残したプロムナード空間･･･････････････････018 
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７．門司港レトロ／地域資源を活かした回遊できるみなとまちの整備････････026 

 

（コラム） 

８．港の魅力と景観整備････････････････････････････････････････030 

９．港とまちの眺望････････････････････････････････････････････034 

10．居心地の良い水域の形成････････････････････････････････････038 

11．海辺のプロムナードのデザイン･･････････････････････････････040 

12．潮入のデザイン････････････････････････････････････････････044 

 

引用・参考資料リスト･････････････････････････････････････････046 

図版出典リスト･･･････････････････････････････････････････････048 
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種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次

引用 No.8201 近世の遺構を通して見る中世の居住に関する研究 東京大学稲垣研究室
財団法人新住宅普及会 住宅建築研究所
(現　財団法人住宅総合研究財団)

1985年

引用 図面
国土技術政策総合研究所 空港研究部　空港ターミナル研
究室

引用 近世広島県鞆港の港湾整備と施設群の現存状況に関する研究 市古太郎・植松弘幸・長野隆人・金子慎太郎・伊東孝 土木史研究論文集Vol.21　 2001年
参考 造景　No25 　 建築資料研究社 2002年
参考 近世の波止の構築意図に関する研究－広島県鞆港を事例として－ 嶌田真一ほか 土木史研究講演集Vol.23 2003年
参考 鞆の浦の自然と歴史 福山市鞆の浦歴史民俗資料友の会 1998年
参考 鞆雑誌2000 東京大学都市デザイン研究室有志 2000年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次

引用 観光資源調査報告 VOL.13 「三角西港の石積埠頭」 熊本大学工学部建築学教室
財団法人観光資源保護財団（日本ナショナ
ルトラスト）
(現 財団法人日本ナショナルトラスト)

1985年

引用 Een Drietel Zeestaten van Japansche Archite A.T.L.R.Mulder
Tijdscrift van het Koninklijkl
Institut

1892年

参考 三角西港の築港に関する研究 島崎武雄、山下正貴 第1回日本土木史研究発表論文集 1981年
参考 近代西洋港湾技術の導入-オランダ港湾技術による築港- 寺中啓一郎ほか 日本沿岸域学会論文集、No9
参考 都市と水辺の一体性を確保した水際空間の構成原理とデザイン 上島顕司、善美政和、斎藤潮 港湾技研資料、No.940 1999年
参考 三角築港の計画と整備 星野裕司、北河大次郎 土木史研究論文集Vol.23 2004年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 R.H.Brunton日本の灯台と横浜のまちづくりの父 横浜開港資料館 (財)横浜開港資料普及協会 1991年
引用 港町横浜の都市形成史 横浜市企画調整室 1981年
引用 横浜開化錦絵を読む 宗像盛久 東京堂出版 2000年
引用 開港場横浜ものがたり1859-1899 横浜開港資料館・横浜市歴史博物館 1999年
引用 スペースデザイン別冊No.22　都市デザイン横浜 その発想と展開 鹿島出版会 1992年
引用 一万分一都市近郊図横浜近郊南部（1922年測図） 大日本帝国陸地測量部、横浜市立図書館所蔵 1923年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 横浜港史　資料編 横浜市港湾局企画課 1991年
引用 横浜復興誌　第三編 横浜市役所 1932年
引用 帝都復興事業誌　建築編・公園編 復興事務局 1931年
引用 山下公園再整備事業報告書 横浜市緑政局公園部建設課 2002年
参考 開港場横浜ものがたり1859-1899 横浜開港資料館・横浜市歴史博物館 1999年
参考 100年前の横浜・神奈川 横浜開港資料館 1999年
参考 造園作品選集 (社)日本造園学会 2004年
参考 ヨコハマ公園物語 -港町の歴史を歩く- 田中祥夫 中公新書 2000年
参考 都市デザインと空間演出 国吉直行他 学陽書房 1989年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 みなとみらい21新港地区ウィンナープロムナード・運河パーク基本設計 横浜市港湾局・大日本コンサルタント株式会社 1995年
参考 汽車道実施設計図面集 横浜市港湾局
参考 Esplanade　No.53（冬号）特集：伝統と未来が共存する街づくり 横浜市港湾局他 INAX出版 2000年
参考 特別展　みなと―横浜・名古屋・神戸　土木100年のあゆみ 博物館明治村 1988年
参考 THE LANDSCAPE & DESIGN PRIZE　作品選集2001 土木学会 2001年

引用・参考資料リスト【港湾分野】

■鞆の浦

■三角西港

■横浜港旧港地区

■山下公園

■汽車道
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種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次

引用
鹿児島県ホームページ
（http://www.pref.kagoshima.jp/infra/port/minato/honko/e1010216.html）

鹿児島県 鹿児島県

引用 一丁台場改修写真 前迫実
引用 鹿児島築港誌 鹿児島県 鹿児島県 1909年
参考 鹿児島市ホームページ（http://www.city.kagoshima.lg.jp/wwwkago.nsf/） 鹿児島市 鹿児島市
参考 鹿児島港港湾計画改訂構想調査報告書 鹿児島県 鹿児島県 2006年

参考
鹿児島港(本港区)港湾環境整備に関連する報告書（ポートルネッサンス21調査、景観形
成調査、他計画・設計業務報告書）

鹿児島県 鹿児島県
1988～
2000年

参考 鹿児島港修築工事誌 内務省下関土木出張所 内務省下関土木出張所 1935年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 図面 株式会社アプル総合計画事務所
参考 シビックデザイン－自然・都市・人々の暮らし－ 建設省中部地方整備局シビックデザイン検討委員会編、 大成出版社 1996年
参考 造景　No２ 建築資料研究社 建築資料研究社 1996年
参考 造景　No３ 建築資料研究社 建築資料研究社 1996年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次

引用
神奈川県土地利用現況図 平成１８年 ［横浜］、神奈川県県土整備部都市計画課 平成
12年度基礎調査

神奈川県県土整備部都市計画課

参考 港の景観設計 土木学会 技報堂出版 1991年
参考 美しい港湾景観の形成をめざして 運輸省港湾技術研究所計画設計基準部計画基準研究室 1993年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
参考 港の景観設計 社団法人 土木学会 技報堂出版 1991年
参考 景観用語辞典 景観デザイン研究会 彰国社 1998年
引用 原寸復刻江戸名所図会 石川英輔・田中優子 （株）評論社 1996年
引用 ものと人間の文化史　日和山 南波松太郎 法政大学出版局 1998年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
参考 港の景観設計 社団法人 土木学会 技報堂出版 1991年
参考 外部空間の構成 芦原義信 彰国社 1962年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
参考 港湾の施設の技術上の基準・同解説 港湾の施設の技術上の基準・同解説検討会 社団法人日本港湾協会 2007年

参考 鹿児島港(本港区)港湾環境整備事業緑地設計資料 鹿児島県 鹿児島県
1991～
1998年

参考 錦江湾ふれあいのウォーターフロント整備事業（指宿市摺ヶ浜地区）設計資料 鹿児島県 鹿児島県 1992年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
参考 浜離宮恩賜庭園（パンフレット） （財）東京都公園協会
参考 東京港野鳥公園ガイド（パンフレット） （財）日本野鳥の会・（財）東京港埠頭公社 2006年
参考 浜離宮庭園 小杉雄三 （財）東京都公園協会 1981年

■港とまちの眺望

■居心地の良い水域の形成

■海辺のプロムナードのデザイン

■潮入のデザイン

■鹿児島港本港区港湾緑地

■門司港レトロ

■港の魅力と景観整備
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図版出典リスト【港湾分野】

頁
出典
番号

出典など

002 鞆の浦 写真 1-1 国土技術政策総合研究所
002 位置図 図 1-2 国土地理院1/25000地形図(鞆)を基に加筆
002 土蔵と雁木のある西町 写真 1-3 国土技術政策総合研究所
002 西町の江戸期の町家と通り 写真 1-4 国土技術政策総合研究所

002 西町の町家の例 図 1-5
財団法人新住宅普及会 住宅建築研究所 研究No.8201 東京大学稲垣研究室 「近世の遺構を通して見る中世の居住
に関する研究」1985.10 P44の図Ⅲ-7　前室開放型通り土間居住　E-11を転載

003 西町、江之浦、遺構等の位置 図 1-6 福山市都市計画平面図Ｓ＝1/2500 No.97-4、98-3を基に加筆
003 江之浦の海岸 写真 1-7 国土技術政策総合研究所
003 江之浦の通り（現県道） 写真 1-8 国土技術政策総合研究所
003 江之浦の路地空間 写真 1-9 国土技術政策総合研究所
003 Ａ－Ａ鞆城跡から北雁木断面 図 1-10 福山市1/10000白図を参考に作図
003 Ｂ－Ｂ医王寺から江之浦町断面 図 1-11 福山市1/10000白図を参考に作図

003 江之浦の住居の便所・風呂の配置例 図 1-12
財団法人新住宅普及会 住宅建築研究所 研究No.8201 東京大学稲垣研究室 「近世の遺構を通して見る中世の居住
に関する研究」1985.10 Ｐ56の図Ⅲ-22付属屋(便所・風呂)の配置を転載

003 明治期における江之浦の街区構成・宅地割 図 1-13
財団法人新住宅普及会 住宅建築研究所 研究No.8201 東京大学稲垣研究室 「近世の遺構を通して見る中世の居住
に関する研究」1985.10 Ｐ56の図Ⅲ-20明治期における原町・江之浦の街区構成・宅地割を転載

003 江之浦の住居の例 図 1-14
財団法人新住宅普及会 住宅建築研究所 研究No.8201 東京大学稲垣研究室 「近世の遺構を通して見る中世の居住
に関する研究」1985.10 Ｐ56の図Ⅲ-21江之浦町の前土間型住居を転載

004 大雁木平面図 図 1-15 国土技術政策総合研究所 空港研究部　空港ターミナル研究室所蔵
004 Ａ－Ａ大雁木立面図 図 1-16 国土技術政策総合研究所 空港研究部　空港ターミナル研究室所蔵

004 波止雁木断面図 図 1-17
市古太郎・植松弘幸・長野隆人・金子慎太郎・伊東孝著「近世広島県鞆港の港湾整備と施設群の現存状況に関する
研究」、土木史研究論文集Vol.21、土木学会　土木史研究委員会、2001年5月 P33の図12波止雁木の断面図を転載

004 大雁木と土蔵 写真 1-18 国土技術政策総合研究所
004 北雁木 写真 1-19 国土技術政策総合研究所
004 波止雁木 写真 1-20 国土技術政策総合研究所
005 船番所波止先端部立面図 図 1-21 国土技術政策総合研究所 空港研究部　空港ターミナル研究室所蔵
005 船番所波止先端部平面図 図 1-22 国土技術政策総合研究所 空港研究部　空港ターミナル研究室所蔵
005 大可島と船番所波止 写真 1-23 国土技術政策総合研究所
005 船番所波止全景 写真 1-24 国土技術政策総合研究所
005 港内側に小段のついた船番所波止の石積み 写真 1-25 国土技術政策総合研究所
005 船番所波止先端部正面図 図 1-26 国土技術政策総合研究所 空港研究部　空港ターミナル研究室所蔵

■鞆の浦

写真・図
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頁
出典
番号

出典など

006 三角西港 写真 2-1 国土技術政策総合研究所
006 位置図 図 2-2 国土地理院1/25000地形図(三角)を基に加筆

007 明治、大正の土地利用 図 2-3
観光資源調査報告 VOL.13 「三角西港の石積埠頭」、財団法人観光資源保護財団（日本ナショナルトラスト）、
1985.3、p13-14の図2 明治・大正期の町の構成を基に加筆

007 浮桟橋跡３平面詳細図 図 2-4
観光資源調査報告 VOL.13 「三角西港の石積埠頭」、財団法人観光資源保護財団（日本ナショナルトラスト）、
1985.3　P39-40の図9 岸壁部分(浮桟橋3付近)平面図を転載

008 Ａ－Ａ標準断面 図 2-5
A.T.L.R.Mulder「Een Drietel Zeestaten van Japansche Archite」Tijdscrift van het Koninklijkl
Institut,1892を基に加筆

008 Ｂ－Ｂ桟橋支柱部断面 図 2-6
A.T.L.R.Mulder「Een Drietel Zeestaten van Japansche Archite」Tijdscrift van het Koninklijkl
Institut,1892を基に加筆

008 浮桟橋部の岸壁 写真 2-7 国土技術政策総合研究所
008 水路部の石積と橋 写真 2-8 国土技術政策総合研究所

008 水路流入部平面図 図 2-9
観光資源調査報告 VOL.13 「三角西港の石積埠頭」、財団法人観光資源保護財団（日本ナショナルトラスト）、
1985.3　P51-52の図16東排水路平面・西側立面図を転載

008 Ｃ－Ｃ水路流入部立面図 図 2-10
観光資源調査報告 VOL.13 「三角西港の石積埠頭」、財団法人観光資源保護財団（日本ナショナルトラスト）、
1985.3　P51-52の図16東排水路平面・西側立面図を転載

008 Ｄ－Ｄ水路流入部断面図 図 2-11
観光資源調査報告 VOL.13「三角西港の石積埠頭」、財団法人観光資源保護財団（日本ナショナルトラスト）、
1985.3　P45-46の図13二之橋平面・立面・断面図を転載

009 階段部の端部処理 写真 2-12 国土技術政策総合研究所
009 丸みを帯びた曲線と面取りされた笠石 写真 2-13 国土技術政策総合研究所

009 現在の土地利用 図 2-14
観光資源調査報告 VOL.13 「三角西港の石積埠頭」、財団法人観光資源保護財団（日本ナショナルトラスト）、
1985.3、p13-14の図2 明治・大正期の町の構成を基に加筆

009 湾曲した石積護岸と背後緑地 写真 2-15 国土技術政策総合研究所
009 岸壁背後の緑地空間 写真 2-16 国土技術政策総合研究所
009 石積岸壁と倉庫を改修したレストランのテラス 写真 2-17 国土技術政策総合研究所
009 復元された建築物と石積護岸 写真 2-18 国土技術政策総合研究所

頁
出典
番号

出典など

010 横浜港旧港 写真 3-1 国土技術政策総合研究所
010 位置図 図 3-2 国土地理院1/25000地形図（横浜東部）を基に加筆
010 開港当時の横浜　『再改横浜風景』1861年 図 3-3 横浜開港資料館所蔵
011 旧港地区周辺の変遷 図 3-4 国土地理院地形図（上から明治15年測図、明治39年測図、大正11年測図、昭和41年改測）
011 開港当時の横浜旧港　『横浜海岸通之図』歌川広重1870年 図 3-5 横浜開港資料館所蔵
011 明治30年頃の横浜旧港とその周辺 図 3-6 横浜開港資料館所蔵
011 現在（2006年）の横浜旧港とその周辺 写真 3-7 国土技術政策総合研究所
012 横浜居留地実測図（1865） 図 3-8 横浜開港資料館・横浜市歴史博物館『開港場横浜ものがたり1859-1899』p.6の「1865年の横浜地図」を基に加筆
012 横浜大火による焼失区域（1866） 図 3-9 横浜開港資料館・横浜市歴史博物館『開港場横浜ものがたり1859-1899』p.44の「大火焼失区域図」を転載
012 R.H.Brunton（1841-1901） 図 3-10 横浜開港資料館『R.H.Brunton日本の灯台と横浜のまちづくりの父』p.21の「晩年のブラントン」を転載
012 Plan of Settlement of Yokohama（1870） 図 3-11 横浜開港資料館『R.H.Brunton日本の灯台と横浜のまちづくりの父』p.12の「横浜居留地地図」を基に加筆
013 大正12年（1923）頃の日本大通と旧港地区 図 3-12 「一万分一都市近郊図横浜近郊南部」（横浜市立図書館所蔵）に加筆
013 現在（2006年）の日本大通と旧港地区 図 3-13 横浜市1/2500白図を参考に作図
013 日本大通から旧港（旧税関）方向（明治30年頃） 図 3-14 横浜開港資料館所蔵
013 日本大通から旧港方面（2006年） 写真 3-15 国土技術政策総合研究所
013 大正6年（1917）の日本大通 図 3-16 『港町横浜の都市形成史』（1981年）p.60の図を転載

■三角西港

■横浜港旧港地区

写真・図

写真・図

港湾編│049



頁
出典
番号

出典など

014 山下公園 写真 4-1 国土技術政策総合研究所
014 位置図 図 4-2 国土地理院1/25000地形図（横浜東部）を基に加筆
015 山下公園整備前の海岸通り 図 4-3 絵葉書『横浜海岸通り Kaigan-dori at Yokohama.』（1594）（横浜市立図書館所蔵）を転載
015 開園時（昭和5年）の平面図 図 4-4 『帝都復興事業誌　建築編・公園編』（1931年）に記載されている平面図を転載
015 現在（2002年）の平面図 図 4-5 『山下公園再整備事業報告書』に記載されている平面図を転載
016 開園時（昭和5年）の海岸通りと山下公園 写真 4-6 『横浜復興誌　第三編』（1932年）に記載されている写真を掲載
016 高架撤去前の海岸通りからの眺め 写真 4-7 『山下公園再整備事業報告書』に掲載されている写真を転載
016 高架撤去後の海岸通りからの眺め 写真 4-8 国土技術政策総合研究所
016 バルコニー部の石積みと外付き階段 写真 4-9 国土技術政策総合研究所
016 山下公園の石積み護岸 写真 4-10 国土技術政策総合研究所
016 海岸通り時代の石積み護岸 図 4-11 横浜開港資料館所蔵『100年前の横浜・神奈川』（1999年）に記載されている図を転載
016 山下公園（昭和5年 開園時） 図 4-12 絵葉書『復興セル海岸通リト山下公園』（174）（横浜市立図書館所蔵）を転載
017 歩道橋最終計画案 図 4-13 国吉直行他『都市デザインと空間演出』p.232,233に記載されている図を参考に作図
017 県民ホールと産業貿易センター前の角地を利用したペア広場 写真 4-14 国土技術政策総合研究所
017 山下公園から桜木町を結ぶ開港の道 写真 4-15 国土技術政策総合研究所
017 開港の道（象の鼻地区付近） 写真 4-16 国土技術政策総合研究所

頁
出典
番号

出典など

018 汽車道 写真 5-1 国土技術政策総合研究所
018 位置図 図 5-2 国土地理院1/25000地形図（横浜東部）を基に加筆
019 新港地区骨格形成概念図 図 5-3 『Esplanade　No.53（冬号）』（INAX出版）のp.12に掲載されている図を参考に作図
019 ２つの中島と３本の鉄橋の配置 写真 5-4 国土技術政策総合研究所
019 ゾーン３からの新港地区方面の眺め 写真 5-5 国土技術政策総合研究所

019
赤レンガ倉庫を捉える通景空間（ゾーン３港第三号橋梁手前
より）

写真 5-6 国土技術政策総合研究所

020
保存活用された歴史的遺構である石積み護岸（ゾーン２）と
港第二号橋梁

写真 5-7 国土技術政策総合研究所

020 低い歩道照明により水面に浮かびあがって見える汽車道 写真 5-8 国土技術政策総合研究所
020 歴史的土木構造物の種類と位置 図 5-9 『みなとみらい21新港地区ウィンナープロムナード・運河パーク基本設計報告書』を基に加筆
021 芝生広場施工平面図（ゾーン３） 図 5-10 『みなとみらい21新港地区ウィンナープロムナード・運河パーク基本設計報告書』を基に加筆
021 A-A'芝生広場施工断面図（ゾーン３） 図 5-11 『みなとみらい21新港地区ウィンナープロムナード・運河パーク基本設計報告書』を基に加筆
021 芝生広場(a) 写真 5-12 国土技術政策総合研究所
021 芝生広場(b) 写真 5-13 国土技術政策総合研究所
021 芝生広場のデッキウォーク(c) 写真 5-14 国土技術政策総合研究所

021
みなとみらい21地区に面する位置に設けられた休憩スペース
(d)

写真 5-15 国土技術政策総合研究所

写真・図

写真・図

■汽車道

■山下公園
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頁
出典
番号

出典など

022 歴史的防波堤と桜島 写真 6-1 国土技術政策総合研究所
022 位置図 図 6-2 国土地理院1/25000地形図(鹿児島北部)を基に加筆
023 鹿児島港本港区平面図 図 6-3 鹿児島港（本港区）緑地設計資料を基に作図
023 広場を中心とした中央緑地 写真 6-4 国土技術政策総合研究所
023 緑地護岸上段 写真 6-5 国土技術政策総合研究所
023 赤灯台 写真 6-6 国土技術政策総合研究所
023 広場の日常利用 写真 6-7 国土技術政策総合研究所
023 広場のイベント利用 写真 6-8 鹿児島県ホームページを転載
024 明治の大改修時と現在の法線 図 6-9 鹿児島築港誌に記載の平面図を基に作成
024 歴史的防波堤の築造年代と断面位置 図 6-10 鹿児島港（本港区）緑地設計資料を基に作図
024 一丁台場の築造あるいは改修時の写真 写真 6-11 前迫実氏所蔵
024 新波止天端部の試掘写真 写真 6-12 ㈱地域開発研究所所蔵
024 新波止施工時写真 写真 6-13 ㈱地域開発研究所所蔵
025 A-A断面図 図 6-14 鹿児島港（本港区）緑地設計資料を基に作図
025 B-B断面図 図 6-15 鹿児島港（本港区）緑地設計資料を基に作図
025 C-C断面図 図 6-16 鹿児島港（本港区）緑地設計資料を基に作図
025 新波止石積み乗り越え部 写真 6-17 国土技術政策総合研究所
025 桜島フェリーターミナルからみた新波止全景 写真 6-18 国土技術政策総合研究所
025 芝生導入部での砲台跡の土塁復元 写真 6-19 国土技術政策総合研究所
025 石畳の不陸調整部と間詰めの舗装 写真 6-20 国土技術政策総合研究所
025 一丁台場の天端部 写真 6-21 国土技術政策総合研究所
025 ふ頭連絡橋からみた一丁台場 写真 6-22 国土技術政策総合研究所

頁
出典
番号

出典など

026 門司港レトロ 写真 7-1 国土技術政策総合研究所
026 位置図 図 7-2 国土地理院1/25000地形図(下関)を基に加筆
027 整備範囲図 図 7-3 株式会社アプル総合計画事務所所蔵を基に加筆
027 変更前の計画（船溜りを埋立て海岸に道路を通す案） 図 7-4 株式会社アプル総合計画事務所所蔵

027
変更後の計画（船溜りを存続させ出入り口にはね橋を設置す
る案）

図 7-5 株式会社アプル総合計画事務所所蔵

028 軸線上に海峡が見える門司港駅前の道路 写真 7-6 国土技術政策総合研究所
028 門司港駅前レトロ広場からの海峡の眺め 写真 7-7 国土技術政策総合研究所
028 海峡からの門司港駅の眺め 写真 7-8 国土技術政策総合研究所
028 門司港駅前の2つの広場と海峡との関係 図 7-9 株式会社アプル総合計画事務所所蔵を基に加筆
028 門司港駅前（Ａ－Ａ）の立面図 図 7-10 株式会社アプル総合計画事務所所蔵
028 門司港駅舎と駅前広場 写真 7-11 国土技術政策総合研究所
029 跳ね橋（ブルーウイングもじ） 写真 7-12 国土技術政策総合研究所
029 船溜りまわりのベンチ 写真 7-13 国土技術政策総合研究所
029 西海岸の断面位置図 図 7-14 株式会社アプル総合計画事務所所蔵を基に加筆
029 西海岸の物揚場と緑地 写真 7-15 国土技術政策総合研究所
029 西海岸（Ｂ－Ｂ）の断面図 図 7-16 株式会社アプル総合計画事務所所蔵を基に加筆
029 照明柱の立面図 図 7-17 株式会社アプル総合計画事務所所蔵

■門司港レトロ

写真・図

写真・図

■鹿児島港本港区港湾緑地

港湾編│051



頁
出典
番号

出典など

030 客船の配置 写真 8-1 ㈱地域開発研究所所蔵
030 小型船、小型フェリーの配置 写真 8-2 国土技術政策総合研究所
030 フェリーの配置 写真 8-3 国土技術政策総合研究所
030 プレジャーボート等の配置 写真 8-4 国土技術政策総合研究所
030 1980年代のウォーターフロント開発 写真 8-5 ㈱地域開発研究所所蔵
031 当初の色彩コントロールの例 写真 8-6 ㈱地域開発研究所所蔵
031 シンボルカラーによる色彩コントロール 写真 8-7 ㈱地域開発研究所所蔵
031 サイロに描かれた船 写真 8-8 ㈱地域開発研究所所蔵
032 横浜港背後の土地利用現況図 図 8-9 神奈川県土地利用現況図 平成18年 ［横浜］、神奈川県県土整備部都市計画課 平成12年度基礎調査 を基に加筆
032 古い船だまり等 写真 8-10 国土技術政策総合研究所
032 現役の船 写真 8-11 国土技術政策総合研究所
032 港で働く船 写真 8-12 国土技術政策総合研究所
032 帆船等 写真 8-13 国土技術政策総合研究所
032 マリーナ 写真 8-14 国土技術政策総合研究所
033 暫定係留許可制度 写真 8-15 国土技術政策総合研究所
033 船舶の出入港等 写真 8-16 国土技術政策総合研究所
033 コンテナの荷役 写真 8-17 国土技術政策総合研究所
033 コンテナクレーンの配置 写真 8-18 ㈱地域開発研究所所蔵
033 港内遊覧船 写真 8-19 国土技術政策総合研究所
033 タンク等の塗装 写真 8-20 国土技術政策総合研究所
033 バルク関連施設の配置 写真 8-21 国土技術政策総合研究所
033 鉱物ふ頭等の配置 写真 8-22 国土技術政策総合研究所
033 造船所の眺め 写真 8-23 国土技術政策総合研究所
033 海峡の都市の眺め 写真 8-24 国土技術政策総合研究所
033 水道の都市の眺め 写真 8-25 国土技術政策総合研究所

■港の魅力と景観整備

写真・図
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頁
出典
番号

出典など

034 港とまちの眺望の５類型の概念図 図 9-1 国土技術政策総合研究所
034 海上から眺める門司港（位置図） 図 9-2 国土地理院1/25000地形図（下関）を基に加筆
034 海上から眺める門司港 写真 9-3 国土技術政策総合研究所
034 神戸ポートアイランド北公園から見る神戸港（位置図） 図 9-4 国土地理院1/25000地形図（神戸首部）を基に加筆
034 神戸ポートアイランド北公園から見る神戸港 写真 9-5 国土技術政策総合研究所
035 江戸名所図会「伊皿子坂」 図 9-6 石川英輔・田中優子 監修『原寸復刻江戸名所図会』の「伊皿子坂」の図を転載
035 門司港を見通す街路（位置図） 図 9-7 国土地理院1/25000地形図（下関）を基に加筆
035 門司港を見通す街路 写真 9-8 国土技術政策総合研究所
035 函館港を見通す函館元町の坂道（位置図） 図 9-9 国土地理院1/25000地形図（函館）を基に加筆
035 函館港を見通す函館元町の坂道 写真 9-10 国土技術政策総合研究所
035 尾道港を見通す浄土寺参道（位置図） 図 9-11 国土地理院1/25000地形図（尾道）を基に加筆
035 尾道港を見通す浄土寺参道 写真 9-12 国土技術政策総合研究所
036 門司港レトロ西港（位置図） 図 9-13 国土地理院1/25000地形図（下関）を基に加筆
036 門司港レトロ西港 写真 9-14 国土技術政策総合研究所
036 三角西港（位置図） 図 9-15 国土地理院1/25000地形図（三角）を基に加筆
036 三角西港 写真 9-16 国土技術政策総合研究所
036 酒田港日和山「日和山眺望」 図 9-17 南波松太郎『ものと人間の文化史　日和山』の巻頭頁の「酒田港日和山」の図を転載
037 港の見える丘公園（横浜港） 写真 9-18 国土技術政策総合研究所
037 福山港鞆地区 写真 9-19 国土技術政策総合研究所
037 尾道港 写真 9-20 国土技術政策総合研究所
037 浄土寺から眺める尾道港（位置図） 図 9-21 国土地理院1/25000地形図（尾道）を基に加筆
037 浄土寺から眺める尾道港 写真 9-22 国土技術政策総合研究所
037 函館山から眺める函館港（位置図） 図 9-23 国土地理院1/25000地形図（函館）を基に加筆
037 函館山から眺める函館港 写真 9-24 齋藤潮(東京工業大学教授)氏所蔵

頁
出典
番号

出典など

038 仙台塩釜港（宮城県） 図 10-1 国土地理院　空中写真(仙台地区)より作成
038 美保関港（鳥取県） 図 10-2 国土地理院　空中写真(松江地区)より作成
038 由良港（兵庫県） 図 10-3 国土地理院　空中写真(淡路島地区)より作成
038 室津漁港（兵庫県）位置図 図 10-4 国土地理院　空中写真(姫路地区)より作成
038 室津漁港（兵庫県） 写真 10-5 齋藤潮(東京工業大学教授)氏所蔵
038 室積港（山口県）位置図 図 10-6 国土地理院　空中写真(岩国地区)より作成
038 室積港（山口県） 写真 10-7 齋藤潮(東京工業大学教授)氏所蔵
039 マリナ･ベイ･デザンジュ（フランス） 写真 10-8 ㈱地域開発研究所所蔵
039 北九州港門司地区（位置図） 図 10-9 国土地理院　空中写真(小倉地区)より作成
039 北九州港門司地区 写真 10-10 国土技術政策総合研究所
039 下関港唐戸地区（位置図） 図 10-11 国土地理院　空中写真(小倉地区)より作成
039 下関港唐戸地区 写真 10-12 国土技術政策総合研究所

写真・図

写真・図

■港とまちの眺望

■居心地の良い水域の形成
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040 横浜市山下公園 写真 11-1 国土技術政策総合研究所
040 門司港レトロ① 写真 11-2 国土技術政策総合研究所
040 門司港レトロ② 写真 11-3 国土技術政策総合研究所
040 下関港唐戸地区① 写真 11-4 国土技術政策総合研究所
040 下関港唐戸地区② 写真 11-5 国土技術政策総合研究所
041 横浜市山下公園 写真 11-6 国土技術政策総合研究所
041 神戸港メリケンパーク 写真 11-7 国土技術政策総合研究所
041 鹿児島港本港区港湾緑地 写真 11-8 国土技術政策総合研究所
041 福岡市小戸公園 写真 11-9 国土技術政策総合研究所
041 北九州港門司地区 写真 11-10 国土技術政策総合研究所
041 下関港唐戸地区 写真 11-11 国土技術政策総合研究所
041 神戸港神戸モザイク① 写真 11-12 国土技術政策総合研究所
041 神戸港神戸モザイク② 写真 11-13 国土技術政策総合研究所
041 北九州港若松南海岸 写真 11-14 国土技術政策総合研究所
041 指宿港摺ヶ浜地区 写真 11-15 国土技術政策総合研究所
041 高松港防波堤 写真 11-16 国土技術政策総合研究所
042 指宿港摺ヶ浜地区① 写真 11-17 国土技術政策総合研究所
042 指宿港摺ヶ浜地区② 写真 11-18 国土技術政策総合研究所
042 指宿港摺ヶ浜地区標準断面図 図 11-19 錦江湾ふれあいのウォーターフロント整備事業（指宿市摺ヶ浜地区）設計資料を基に作成
042 北九州港若松南海岸① 写真 11-20 国土技術政策総合研究所
042 北九州港若松南海岸② 写真 11-21 国土技術政策総合研究所
042 横浜港赤レンガ倉庫① 写真 11-22 国土技術政策総合研究所
042 横浜港赤レンガ倉庫② 写真 11-23 国土技術政策総合研究所
042 尾道糸崎港① 写真 11-24 国土技術政策総合研究所
042 尾道糸崎港② 写真 11-25 国土技術政策総合研究所
042 北九州港門司地区① 写真 11-26 国土技術政策総合研究所
042 北九州港門司地区② 写真 11-27 国土技術政策総合研究所
043 下関港唐戸桟橋 写真 11-28 国土技術政策総合研究所
043 鹿児島港本港区ボードウォーク断面図 図 11-29 鹿児島港(本港区)港湾環境整備事業緑地設計資料を基に作成
043 鹿児島港本港区 写真 11-30 国土技術政策総合研究所
043 北九州港門司地区潮騒遊歩道① 写真 11-31 国土技術政策総合研究所
043 北九州港門司地区潮騒遊歩道② 写真 11-32 国土技術政策総合研究所
043 横浜港臨港パーク① 写真 11-33 国土技術政策総合研究所
043 横浜港臨港パーク② 写真 11-34 国土技術政策総合研究所
043 鹿児島港本港区緑地護岸断面図 図 11-35 鹿児島港(本港区)港湾環境整備事業緑地設計資料を基に作成
043 鹿児島港本港区 写真 11-36 国土技術政策総合研究所

■海辺のプロムナードのデザイン

写真・図
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044 鏡池（厳島神社）満潮 写真 12-1 国土技術政策総合研究所
044 鏡池（厳島神社）干潮 写真 12-2 国土技術政策総合研究所
044 厳島川（厳島神社）満潮 写真 12-3 国土技術政策総合研究所
044 厳島川（厳島神社）干潮 写真 12-4 国土技術政策総合研究所
044 取水口のデザイン（浜離宮庭園） 写真 12-5 国土技術政策総合研究所
044 水際部のデザイン（浜離宮庭園） 写真 12-6 国土技術政策総合研究所
045 潮入の池全景（東京港野鳥公園） 写真 12-7 国土技術政策総合研究所
045 取水口のデザイン（東京港野鳥公園） 写真 12-8 国土技術政策総合研究所
045 石積み護岸（東京港野鳥公園） 写真 12-9 国土技術政策総合研究所
045 ヨシ原による防護（東京港野鳥公園） 写真 12-10 国土技術政策総合研究所
045 横浜港 写真 12-11 国土技術政策総合研究所
045 小樽港 写真 12-12 国土技術政策総合研究所

写真・図

■潮入のデザイン
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